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福
岡
城
四
百
年
記
念
事
業
副
委
員
長

藤
香
会
副
会
長

中

島

敏

福岡城址の写真

福
岡
城
四
〇
〇
年
記
念
実
行
委
員
会
が
二
月
末
で
発
展
的

解
散
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
顧
み
ま
す
と
昨
年
、
黒
田

如
水
公
没
後
四
〇
〇
年
遠
忌
大
法
要
を
、
藤
香
会
を
中
心
に

実
施
、
こ
れ
を
機
会
に
如
水
公
の
が
」遺
徳
を
顕
彰
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
子
長
政
公
と
精
魂
を
傾
注
し
て
築
城
さ
れ
た
広
大
勇

壮
な
福
岡
城
を
考
え
、
将
末
天
守
閣
復
元
と
い
つ
夢
の
実
現

を
期
し
て
実
行
委
員
会
を
立
上
し
ま
し
た
ｃ
短
期
間
で
し
た

が
実
行
委
員
の
方
々
の
献
身
的
な
努
力
と
、
賛
同
さ
れ
た
会
員

の
皆
様
？

」支
援
で
、
第
十
五
代
長
久
様
ご
当
主
を
お
迎
え
し

菩
堤
寺
崇
福
寺
に
お
け
る
法
要
を
厳
修
、
墓
所
の
灯
篭
移
設
、

墓
碑
名
整
備
な
ど
の
記
念
事
業
を
行
い
、
ま
た
黒
田
家
ゆ
か
り

の
五
都
市
の
サ
ヽヽ
う
卜
を
開
催
、
今
後
定
期
的
に
事
業
交
流
を

行
う
こ
と
な
ど

「黒
田
都
市
サ
ヽヽ
う
卜
宣
言
」
を
採
択
、
多
彩

な
記
念
事
業
を
展
開
、
市
民
の
皆
様
の
福
岡
城
へ
の
関
心
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

故
桑
原
会
長
は
身
体
の
不
調
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
度
も
開

催
し
た
実
行
委
員
会
に
出
席
、
構
想
を
発
表
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ

プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
の
行
事
の
折
は
悪
化
し
参
加
が

叶
わ
ず
残
念
だ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
事
業
終
了
後
、
お
見
舞

方
々
報
告
に
伺
い
ま
し
た
が
殊
の
ほ
か
喜
ば
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
一応
け
じ
め
を
つ
け
て
解
散
し
ま
す
が
、
そ

の
成
果
は
福
岡
市
の
将
来
構
想
の
基
礎
と
な
り
こ
れ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
台
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
故
桑
原
会
長
の
遺
志
は
必
ず
や
継
承
さ
れ
る
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。

最
後
に
綿
密
な
企
画
の
も
と
、
実
行
さ
れ
た
岡
部
事
務
局

長
と
事
務
所
提
供
な
ど
ご
支
援
下
さ
っ
た
黒
田
奨
学
会
に
対
し

深
甚
の
謝
意
を
表
し
、
お
礼
の
，
ア
」ば
を
記
し
ま
す
。



輻
ｎ
魂
め
理
の
地
へ
史

一
城
の
周

‐り‐
に
は
一堀
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
福
岡

城
跡
に
は
い
北
側
の
明
治
通
沿
い
の
堀
、
南
側
の
一

．
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‐‐‐‐
よ‐
、一，
ン
コ
ン
０
売
却
益
や
い
土
手
の
使
‐．丹
粘
な
ど
一

０
収
益
を
見
込
‐む
こ
と
が
，
ぎ
る
状
況
で
し
た‐
。
‐，‐

嚇
治
‐‐一一
一一Ｉ
年
頃‐
、
，
」
２

ら
の
界
の
払
い
下
げ
を
み

ぐ
．る
問
題
が
起
き
‐
ま
ｔ
．た
。
県
か
ら
堀
の
払
い
下

げ
を
，
一け

一ヽ
そ
れ
ぞ
れ
の
目
‐
的
の
た
め
に
そ
の
収

福
岡
市
博
物
館
学
芸
員
　
十
（
　
円
【

暁

益
を
使
お
う
と
す
る
団
体
が
一
う
現
れ
た
の
で
す
。

一二
一坊
難
ｒ
‐‐
東
‐‐公
個
の
維
持
管
理
に
あ
た
つ
て
い
た

博
多
の
一住
民
の
団
体
で
あ
る
愛
園
会
で
す
。
実
は
、

こ
‐‐れ‐‐‐‐以前
一
一
‐西公
．掴
０
‐維特
管
理
に
あ
た
って
い

一
ぞ
れ
に
な
ら
つた
０
１‐で‐し
．■
，
一̈
・
●

●
も‐‐す
一方
は
，
修
猷
館
と
光
雲
神
社
の
た
め
に

堀
０
払
い
下
げ
を
願
い
出
縫
侑
志
で
し
た
。
彼
ら

は
、一一一黒
‐田
家
を
頼

‐り‐―‐ｒ
実
際
の
払
い
下
げ
贋
は
、

黒
ｒ
家
ト
ケ
一傷
よ
館
‐の―‐‐た‐が
に
収
益
を
使
う
と

一ｔ
ｔ
一
■
一一
．一
‐こ‐‐‐拒
．
‐出‐略
れ
ｉ
ｔ
．一
。こ
れ
は
、

口絆
螂槽
糾
嬌
動咄詢響
町妊

■
一一一
ｉ
一
一一一一， 一
一一一一一ザ・願
が許
可
されや

す
一
ど
一‐思‐‐
‐わ‐‐‐
‐れ‐‐
一一で
一
た
か
け
で
し
た
。
光
雲
神
社
に

は
堀
の
小
作
料
と
い
つ
名
目
で
、
修
繕
等
に
必
要

な‐‐‐
費
用
が
渡
る
段
取
り
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

結
果
的
に
は
、
佐
賀
堀
と
中
堀
は
、
黒
田
家
へ

払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
堀
か
ら
の
収
益
は
、
修

猷
館
の
た
め
に
使
わ
れ
、
修
猷
館
が
完
全
に
県
費

で
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
は
、
帝
国
大
学

（現

。
九
州
大
学
）
の
誘
致
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
堀
を
埋
め
立
て
た
土
地
の
売
却
益
は
、

奨
学
基
金
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
一
う
の
堀
は
、

近
代
の
福
岡
の
教
育
の
た
め
に
大
い
に
活
用
さ
れ

た
の
で
す
。

佐
賀
堀
は
明
治
の
末
、
中
堀
は
大
正
の
末
に
埋

め
立
て
ら
れ
、
市
街
地
の
一部
に
な
り
ま
し
た
。
城

の
西
側
の
大
堀
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
大
濠
公
園
が

で
き
た
の
は
昭
和
の
初
め
。
福
岡
城
の
堀
は
そ
の

姿
を
変
え
な
が
ら
、
教
育
や
都
市
整
備
な
ど
、
福

岡
の
近
代
史
に
深
く
関
わ
っ
た
の
で
す
。

明

治

二
〇

年

頃

の
福

岡

（
福

岡
市

博

物
館

蔵

）

■
●
■
●
■
●
■
●
■
■
■
●
，
Ｉ
一
■
¨
■
●
Ｉ
●
■
●
●
●
，
●

中
山
子
次
一耶
と

安
外
釉
尚
の
鵜
同
城
址

・　
　
　
　
　
　
荻
野
　
忠
行

譲
≡
蓮
５

中
山
平
次
郎
が
病
理
学
者
と
し
て
東
大
か
ら

九
大
に
赴
任
し
て
き
た
の
は
明
治
三
十
九
年

（
一

九
〇
六
）
で
あ

っ
た
。
弥
生
文
化
を
研
究
す
る

こ
と
が
出
来
る
福
・岡
の
地
は
願

っ
て
も
な
い
地

で
あ

っ
た
。

「鎮
魂
祭
と
ど
ん
た
く
」
の
二
日

間
は
福
岡
城
址
内
の
歩
兵
第
二
十
四
連
．隊
兵
営

が
市
民
に
も
開
放
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
・

大
正
四
年

（
一
九

一
五
）
そ
の
日
中
山
平
次

郎
は
本
丸

（当
時
は
え
い
じ
ゅ
衛
戊
病
院
）
の

下
の
武
器

・
被
服
庫
近
く
で

「布
目

・
蓮
華
紋
瓦
」

を
見
つ
け
る
。
　
Ｔ
一代
実
録
』
の
こ
う
ろ
鴻
臆

館
と

『
万
葉
集
』
古
歌
か
ら
つ
く
し
筑
紫
の
た

ち
館
は
時
代
は
異
な
る
が
場
所
は
同
じ
で
、
そ

の
所
在
地
は
か
ん
な
い
官
内
町

（
「
那
珂
川
ト

比
恵
川
ノ
間
ノ
中
島
」
）
と
さ
れ
て
い
た
従
来

の
博
多
部
説
を
否
定
し
新
た
に
福
岡
城
址
内
説

を
提
唱
し
た
。
彼
の
説
が
実
証
さ
れ
た
の
は
昭

和
六
十
二
年

（
一
九
八
七
）
十
二
月
奇
し
く
も

桑
原
敬

一
福
岡
市
長
の
時
だ

っ
た
。
か
ぐ
し
て

京
都

・
大
阪
で
は
未
だ
特
定
さ
れ
て
い
な
い
福

岡
の
鴻
臆
館
が
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て

福
岡
城
址
に
残
る
や
ぐ
ら
櫓
や
本
丸
御
門
を

「貴

重
な
歴
史
的
建
築
物
」
と
み
て
、
破
棄
か
ら
守

る
た
め
に
熱
心
に
有
料
払
下
げ
申
請
を
行

つ
て

い
た
の
が
崇
福
寺
の
げ
ん
が
い
玄
外
和
尚
で
あ

っ
た
。
玄
外
和
尚
は
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）

に
三
の
丸
の

「汐
見
櫓
と
花
見
櫓
」
を
、
大
正

四
年
か
ら
大
正
七
年

（
〓
九

一
八
）
に
か
け
て

本
丸
の

「本
丸
表
御
門

・
祈
念
櫓

・
丹
見
櫓
」

を
福
岡
市
長
を
通
し
て
払
下
げ
申
請
を
行

っ
て

い
た
。
浜
の
町
黒
田
家
別
邸

へ
の

「
武
具
櫓

・

本
丸
裏
御
門

・

（伝
）
塩
見
櫓
」
の
移
築
復
元

も
大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。

景
勝
の
赤
坂
山
丘
陵
は
万
葉
文
学

・
鴻
臆

館

（筑
紫
館
）

・
福
岡
城
郭
と
、
宗
教
の
し
ゅ

げ
ん
ど
う
修
験
道

・
け
ご
警
固
大
明
神

・
に
や

く
い
ち
お
う
じ
若

一
王
子
社
が
織
り
な
す
、
西

都
太
宰
府
に
通
じ
る
希
有
な
歴
史
文
化
の
土
地

で
あ
っ
た
。



黒
田
如
水
公
没
後
四
百
年
を
起
縁
に
「福
岡
」

と
云
・う
名
前
の
起
因
か
ら
広
が
る
我
々
の
故
郷
の
・

再
認
識
と
、
巨
大
な
る
福
岡
城
跡
の
価
値
共
々
に

鋪
魏
裁
賞柏劉
断
ｔ訛
れ薇諄

情
熱
を
も
っ
て
当
っ
た
会
長
桑
原
敬
一氏
の
突
然
の

逝
去
等
、
色
々
あ
り
ま
し
た
が
去
る
〓
丹
二
十
■

日
役
員
総
会
を
開
催
、今
回
の
天
ご
趣
旨
が
大

制

屏

鑑
軒

轟

籍

鰺
齢

炒
髪

稗

法
人
会
員
、個
人
会
、特
別
協
力
団
体
各
位
に

対
し
ま
し
て
厚
く
御‐
礼
■
し
上
げ
ま
す
¨
　
・●
●

中
島
副
会
長
の
最
後
の
あ
い
さ
つ

Ｉ
　
本
会
の
設
立

平
成
１５
年
２
月
２３
日
左
記
の
内
容
を
定
め
、
役
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
４
月
１
日
よ
リ
ス
タ
ー
ト
す
る
。

◎
事
業
趣
旨
の
設
定
　
◎
会
則
・役
員
の
選
任

◎
事
業
目
標
の
設
定
　
◎
総
会
の
開
催

◎
役
割
分
担
の
決
定
　
◎
事
業
開
始

Ｈ
　
目
標

会
員
募
集
／
５
０
０
回
　
個
人
＠
５
，０
０
０
円

団
体
＠
１
０
，０
０
０
円
↓
実
績
５
２
１
口

・事
業
予
算
／
１
，１
０
０
万
↓
修
正
１
，２
０
０
万

↓
実
績
１
，３
０
０
万

Ⅲ
・
記
念
事
業
（主
催
及
び
協
賛
）

〓
４
月
８
日

六
．９
月
１５
日

姫
路
市
で
の
黒
田
２５
騎
フ
ォ
ー
フ
ム
に

参
加
す
る
。

〈６
０
０
人
〉

「黒
田
と
歴
史
の
弓
・鎗
。鉄
砲
」
展
を

福
岡
市
博
物
館
に
て
開
催
す
る
。
特

別
展
と
し
観
覧
料
を
無
料
と
す
る
。

〈推
定
２
３
，３
０
８
人
〉

七
．９
月
２３
日

Ｈ
月
２４
日

八
．制
作
物

①
お
城
だ
よ
り

創
刊
号
６
月
２５
日
５
，０
０
０
部

第
２
号
９
月
２５
日
３
，０
０
０
部

第
３
号
１
月
１
日
３
，０
０
０
部

第
４
号
４
月
２５
日
（３
，０
０
０
部
）
予
定

②
福
岡
城
跡
散
策
マ
ッ
プ
　
３
万
部

③
城
紋
幕
９
ｍ
×
１
．８
ｍ
　
２
張

④
黒
田
如
水
公
　
年
表
　
１
巻

⑤
会
員
バ
ッ
チ
並
び
に
会
員
証
　
６
０
０
セ
ッ
ト

⑥
黒
田
２５
騎
手
拭
　
２
０
０
枚

⑦
黒
田
２５
騎
カ
レ
ン
ダ
１
　
１
，０
０
０
部

③
入
会
の
し
お
り
他
　
１
，０
０
０
部

⑨
黒
田
節
物
語
小
冊
子
　
１
，０
０
０
部

⑩
荻
野
忠
行
氏
　
如
水
公
四
百
年
忌
　
籠
・福
岡
城

天
守
閣
Ｈ
出
版

九
．８
月
３０
日

～

３‐

日

中
央
区
市
民
フ
ェ
る
ア
ィ
バ
ル
に
協
賛
。

タ
イ
ト
ル
表
示
他
ラ
ジ
オ
・イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
。
於
平
和
台
城
跡
公
園
内

鴻
臆
館
広
場
に
て

〈
１０
万
人
〉

十
．卓
話
。講
演
事
業

◎
会
長
他
　
１３
回
「築
城
４
０
０
年
を
テ
ー
マ
に
」

◎
岡
部
他
　
１０
回
「福
岡
城
物
語
り
」

十
三
記
念
ツ
ア
ー
　
上ハ
端
城
め
ぐ
り

①
９
月
２０
日
（西
日
本
新
聞
旅
行
）
５０
名

②
ｌＯ
月
１８
日
（西
日
本
新
聞
旅
行
）
５０
名

③
Ｈ
‐６
年
３
月
２７
日
（西
日
本
新
聞
旅
行
）
５０
名

晋
州
城
（韓
国
倭
城
）
Ｈ
月
５
日
～
８
日
（西
日
本

新
聞
旅
行
）
１８
名

２６

日

十
三
．
１０
月
２７
日

十
四
．
・２
月
３
日

十
五
．Ｈ
ｌ６
年

４
月
初
旬

☆
そ
の
間
マ
ス
マ
ー
一ス
ン
オ
・Ｔ
Ｖ
等
で
記
念
行
事
を

発
表
し
広
報
掲
載
さ
れ
る
。

十
六
．訃
報
桑
原
会
長
Ｈ
ｌ６
年
１
月
９
日
に
逝
去
さ
れ
る
。

十
七
．残
さ
れ
た
事
業

①
３
月
２７
日
バ
ス
ツ
ア
ー

②
４
月
３
日
福
岡
城
跡
探
訪
ガ
イ
ド

③
４
月
中
旬
お
城
だ
よ
り
第
４
号
（終
了
号
）
の
発
行

④
本
日
の
役
員
総
会
後
、次
期
対
策
に
つ
い
て
の
事
項

を
明
記
（別
紙
）

⑤
「黒
田
都
市
サ
ヽヽう
卜
宣
言
書
」
を
各
首
長
へ
配
布

⑥
黒
田
藩
子
孫
の
方
々
よ
り
の
問
合
せ
多
し

※
黒
田
都
市
サ
ヽヽ
う
卜
宣
言
設
定

他
　
　
　
　
〈ｌ
σ
０
０
名
の
来
場
者
〉

黒
田
如
水
公
４
０
０
年
大
法
要

於
崇
福
寺

〈３
０
０
名
〉

福
岡
城
跡
周
辺
に
て
大
茶
会
開
催

１０
流
派
参
加
　
　
　
　
〈４
σ
０
０
人
〉

黒
田
藩
小
石
原
焼
中
野
窯
再
現
事
業

支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈３
０
０
名
〉

黒
田
節
協
賛

「民
謡
四
人
を
迎
え
」
市

民
檜
舞
台
博
多
座
公
演
支
援

〈３
，０
０
０
人
〉

福
岡
城
跡
探
訪
ガ
イ
ド

決
算
役
員
総
会
を
開
催
し
、
本
会
を

終
了
す
る
。

福
岡
城
上
の
橋
の
現
平
和
台
前
を

「
平
和
台
鴻
臆
館
前
」
と
バ
ス
停
の
呼

橋
変
更
に
成
功
す
る
。

市
政
だ
よ
り
に
て
福
岡
城
探
訪
を

募
集
し
た
所
３
０
０
名
の
参
加
、
盛
会

裡
に
終
了

〈次
頁
へ
続
く
〉

二
．５
月
２
日

一　

～

４

日

三
グ
月
１
日

～

５

日

四
．８
月
６
日

～

７

日

五
。９
月
Ｈ
日

発
表
記
念

「桜
の
観
遊
会
」
を
開
催
す

る
。
（於
福
岡
城
跡
）

・・

〈３
０
０
人
参
加
他
一般
２
０
０
人
〉

祝
う
た
ア
ロ
福
岡
城
４
０
０
年
記
念
「博

多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」
を
福
岡
市
民

の
祭
り
の
中
に
位
置
付
け
黒
田
家
ご

当
主
ご
家
族
の
来
福
を
頂
き
、
１
３
０

年
振
り
に
正
式
に
一束
一本
の
儀
礼
を

一行
う
。　
一
一
　
　
　
・●

☆
祝
賀
大
パ
レ
ー
ド
に
２５
騎
の
武
者
行

列
を
行
う
。祭^
礼
全
体
で
２
０
０
万
人
〉

博
多
祇
園
山
笠
夏
の
祭
礼
の
飾
り
山

笠
に
福
岡
城
４
０
０
年
を
記
念
し
て

．天
神
ソ
ラ
リ
ア
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
に
１６
番
山

生
義
城
郭
悠
然
黒
田
藩
」
を
博
多
人
形

師
置
鮎
正
弘
氏
に
よ
っ
て
建
立
す
る
。

尚
新
天
町
の
子
供
山
笠
に
て
も
取
り

上
げ
て
頂
く
。
〈祭
礼
全
体
で
３
０
０
万
人
〉

福
岡
城
黒
田
家
ゆ
か
り
を
訪
ね
て
の

観
光
案
内
を
、
ボ
ラ
ィ
ア
ィ
ア
の
ガ
イ
ド

で
行
う
。
バ
ス
２
台
分
参
加

〈１
，１
０
０
人
の
応
募
ハ
ガ
キ
よ
り
〉

〈仲
秋
の
明
月
〉
福
岡
城
跡
の
観
月
会

を
開
催
準
備
行
う
も
台
風
襲
来
の
為

残
念
な
が
ら
中
止
す
る
。

黒
Ｈ・―
都
市
サ
ミ
ッ
ト
Ｔ
一部
構
成
）
５
都

市
首
長
出
席
付
帯
行
事
い
ろ
い
ろ

於
福
岡
市
国
際
会
議
場

十
二
．

１０

月

２５

日

十
八
．Ｈ
ｌ６
年

３

月

２３

日

十
九
．Ｈ
ｌ６
年

４
月

１
日
よ
り

二
十
．Ｈ
ｌ６
年

４

月

３

日



平成15月 2月 23日 ～平成16年 3月 22日   陣位/円 )

福岡城四百年記念事業実行委員会収支計算書 Ⅳ
　
決
算
収
支
報
告
と
監
査
報
告

監査委員平成 15年 2月 23日 から平成
16年 3月 22日 までの福岡城四百

年記念事業実行委員会の決算に

ついて、監査の結果、適法かつ

正確であることを認めます。

平成16年 3月 23日

/=I● な 為 ①

高
^浙
子鯰

■

■

一・よ

―

■

●

ｌ

ｉｒ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ
Ｉ

こ
の

一
年
本
当
に

有
難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
　
次
年
度
に
向
か
っ
て

役
員
総
会
に
お
い
て
、
本
会
の
解
散
終
了
後
、

本
会
の
趣
旨
を
生
か
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（特
定
非

営
利
活
動
）
邦
人
化
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
参
り

ま
す
。
改
め
て
、
又
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
　
福
岡
城
祉
に
よ
せ
る
思
い
の
色
々
な
声
に

驚
き
ま
し
た
。
去
る
三
月
十
五
日
号
の
市
政

だ
よ
り
の
小
さ
な
ご
案
内
欄
で
福
岡
城
探
訪

を
お
呼
び
か
け
た
ら
な
ん
と
三
百
人
の
お
は
が

き
と
お
電
話
の
雨
あ
ら
れ
多
く
の
ボ
ラ
イ
ア
ィ

ア
の
助
け
っ
人

の
応
援

で
無

事
完
了
、
お

城
の
散
策
マ
ッ

プ
が
大

い
に

役
に
立
ち
ま

し
た
。

☆
　
子
供
た
ち
の
福
岡
城
研
究
発
表

福
岡
市
中
央
区
役
所
ロ
ビ
ー
で
去
る
二
月
福

岡
教
育
大
附
属
福
岡
小
学
校
五
年
二
組
の
生

徒
さ
ん
た
ち
に
よ
る

福
岡
城
の
勉
強
研
究

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
よ
く
ま
と

め
て
キ
チ
ン
ト
整
理

発
表
さ
れ
て
あ
る
の

に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

＝
一

☆
　
福
岡
城
趾
内
に
発
見
さ
れ
た
日
本
で
こ

の
場
所
し
か
な
い
・７

臆
館
」
、
こ
の
歴
史
的
ム

価
値
を
市
民
と
共
に
＋

有
し
よ
う
と
、
西
鉄
女

ん
に
お
願
い
し
て
、
バ
〕

停
名
を

「平
和
台
鴻
睦

館
前
」
と
改
稗
し
て
“

き
ま
し
た
。
四
月
一日
■

り
呼
名
が
か
わ
り
ま
す

☆
　
黒
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
崇
福
寺
の
修

復
が
進
ん
で
い
ま
す
。
お
墓
の
歴
代
の
お
殿
様

の
名
札
や
灯
籠
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た

☆
　
福

―岡
城
に
天
守
閣
を

＝
と̈
の
願
望
の
声

が
高
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
会
員
よ
り
、
天

守
閣
の
屋
根
瓦
で
は
な
い
か
ど
、○
印
の
古
代

瓦
の
持
ち
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
只
今
市
教

育
委
員
会
へ
提
出
、
研
究
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。一又
、
天
守
閣
の
堀
風
の
絵
姿
を
発
見
、
黒

田
藩
の
筆
頭
家
老
吉
田
家
ゆ
か
り
の
方
よ
り
の

「福
岡
城
遠
景
画
」
と
題
し
た
６
曲
の
絵
の
中

に
四
層
の
天
守
閣
が
描
か
れ
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
色
々
な
見
方
、
研
．究

¨
専
門
科
の
皆

様
に
よ
っ
て
解
明
し
て
頂
き
た
い
。　
　
　
　
　
・

☆
　
私
の
家
系
は
？
先
祖
は
？
等
々
、
江
戸

時
代
の
黒
田
家
ゆ
か
り
を
尋
ね
て
こ
ら
れ
る
方
々

が
大
変
多
く
、
事
務
局
と
し
て
も
可
能
な
か

ぎ
，
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
。

☆
　
こ
の
二
月
～
四
月
に
か
け
て
黒
田
都
市
サ

ミリ
ト
の
各
首
長
宛

「サ
ヽヽ≫
卜
宣
言
書
」
を
、

先
日
の
末
福
の
お
礼
を
．か
ね
て
手
渡
し
を
し
て

参
り
ま
し
た
。

以
　
上

事
務
局
長

岡
部
　
定

一
郎

さ
れ
た
事
務
局
次
長
島
野
均
氏

を
は
じ
め
、
萩
野
忠
行
氏
　
津

日
慶
一氏
　
松
井
売
佑
氏
　
鶴

川
靖
子
氏
　
並
び
に
黒
田
奨
学

会
の
役
員
各
位
よ
り
事
務
局
の

積
極
的
な
ご
支
援
に
又
故
桑
原

敬
天
ム
長
の
秘
書
と
し
て
最
後
ま

で

」ゞ尽
力
さ
れ
ま
し
た
伊
藤
紀

子
氏
等
々
事
務
局
へ
温
か
い
差

入
れ
を
さ
れ
ま
し
た
小
池
玲
子

さ
ん
や
西
川
芳
泉
さ
ん
等
か
ぎ

り
な
い
方
の
善
意
に
満
ち
た
ご

協
力
の
お
か
げ
で
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一　
　
感
謝
九
葬

平成16月 3月 22日現在   陣位/円 )
福岡城四百年記念事業実行委員会貨借対照表

く収入の部〉

科 目 内 訳 金  額

会費

収入

会員入会金 1,969,055

1,270,000

りヽ   計 3,239,055

助成金

等収入

黒田奨学会

福岡市

大手企業

故桑原会長

民謡四人の会

160,000

4,000,000

1,500,000

500,000

400,000

小    計 6,560,000

亭業

収入

観桜の宴

観月の宴

黒田都市サミッ ト

913,200

790,000

205,000

小    計 1,908,200

広告料

等収入

お城だより

散策マツプ

城紋幕名入 (42回 )

バッジ等売上代 外

180,000

599,160

870,000

167,784

小    計 1,816,944

合    計 13,524,199

〈支出の部〉

科 目 内 訳 金 額

記念

事業費

観桜の宴

どんたく

観月の宴

黒田都市サ ミッ ト

印刷物制作

記念バッジ制作

24騎手拭制作

福岡城紋幕制作

会員証カー ド制作

会議費

中央区市民祭賛助

通信費

消 無 品 費

1,279,118
80,285
995,109
4,120,510
2,082,758
147,000
183,750
735,000
284,445
423,975
100,000
263,653
194.045

小   計 10889648

事務局

運営費

事務所貸借料

旅費 交通費
アルバイ ト代

通信費

事務用品費

藤香会謝ネL

雑費

520,000
509,319
282,000
106,427
154,385
150,000
296.683

ノ
|ヽ      言十 2018814

す 出 計 12908462
丼弓■1余令 615737
合   計 13,524,199

資 産 の 部 負債・資本の部

科   目 金  額 科   目 金 額

現金

銀行預金

福岡信用金庫本店

福岡銀行本店

未収入金

散策マツプ広告料

79,394

941,652

74,691

50,000

未払金

お城だよりE口刷費

会議費 (総会 )

電話代

消耗品費 雑費

剰余金

180,000

200,000

10,000

140,000

615,737

合   計 !,145,737 合   計 1,145,737

剰 余 金 処 分

剰余金615,737円 は「NPO設立費用 並びに基金」とする。

監 査 報 告 書

見

編
集
・発
行
／
福
岡
城
四
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　

ＴＦ
ＥＡ
」Ｘ

００
９９
２２
Ｈ
７７
４４
Ｈ
Ｈ
３３
８８
００
‐２

住

　
　
所
／
〒
８
１
０
１
０
０
４
１
　
福
岡
市
中
央
区
大
名
２
１
２
１
４‐
　
サ
ン
ラ
イ
フ
大
名
　
３
０
８

デ
ザ
イ
ン
・印
刷
／
（有
）
セ
ブ
ン
プ
リ
ン
テ
イ
ン
グ


